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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

光機能性材料の過渡発光分光測定から励起状態ダイナミクスを評価するため、同材
料についてナノ秒時間分解発光寿命計測装置を用いて、過渡発光分光測定を行った。

実験
Experimental

励起光の波長を232 nm、発光検出光の波長を600 nmに設定した時の測定結果を、
以下の図1に示す。測定試料は、石英セル中に封入したローダミン水溶液である。
黒点が測定結果、赤線がフィッティング結果である。

結果と考察
Results and Discussion

測定結果に対して、以下の式(1)を用いてフィッティングを行った。
�abs=I1exp(-t/τ1) (1)
フィッティングを行った結果、600 nmでの過渡発光信号強度の時間変化は、緩和
時間 6.16 nsの指数減衰関数の和で良く再現できることが分かった。
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図1 ローダミン水溶液の過渡発光強度の時間変化
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